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平成29年７月九州北部豪雨災害の概要 

 

・平成29年７月５日、昼頃から夜にかけて、九州北部で局地的に非常に激しい雨が降り、福岡県朝倉市、

東峰村、大分県日田市をはじめとする各地で甚大な被害が発生した。後に気象庁が「平成29年７月九

州北部豪雨」と命名した。 

・同地域では、５年前にも「平成24年７月九州北部豪雨」による大雨で甚大な被害を受けている。以下

に、「平成29年７月九州北部豪雨」の概要を整理した。 

 

 
【平成29年7月九州北部豪雨の概要】 

・2017年（平成29年）７月５日（水）～７月６日（木）にかけて、九州北部を中心に記録的な豪雨と

なり、死者数40人、行方不明者数２人の豪雨災害が発生した。 

・年間降水量が2,000mmのところ、福岡県朝倉市で24時間の雨量が約1,000mm、大分県日田市で約600mm

と観測史上最大の豪雨となり、福岡県・大分県に九州地方では初めての大雨特別警報が発表された。 

 

  

出典：国土交通省・気象庁 ▲災害発生箇所図 
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出典：気象庁 



3 

・日田雨量観測所では、日降水量336mmを記録し、平成24年九州北部豪雨時と比較すると、累加雨量は約

２倍であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■降水量と大気の比較 

 

平成29年7月九州北部豪雨 平成24年7月九州北部豪雨 

2017年7月5-6日 2012年7月14日 

最大１時間降水量（地点名） 129.5mm（朝倉） 91.5mm（黒木） 

最大３時間降水量（地点名） 261.0mm（朝倉） 174.5mm（黒木） 

最大24時間降水量（地点名） 545.5mm（朝倉） 486.0mm（黒木） 

高度500mの水蒸気量 18.5g/kg 19.5g/kg 

酵素500mの気温（海上） 23℃ 24℃ 

500hPa（5500m付近）の気温 -7～-6℃ -2～-3℃ 

CAPE（950hPa） 1800J/kg 1100J/kg 

大雨最盛期の雲頂高度 約17m 約14m 

  出典：気象庁 

出典：国土交通省・気象庁 
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・対馬海峡付近に停滞した梅雨前線に向かって、暖かく非常に湿った空気が流れ込んだ影響等により、

積乱雲が発達した「線状降水帯」が形成・維持され、同じ場所に猛烈な雨を継続して降らせたことか

ら、記録的な大雨となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福岡県朝倉市・大分県日田市付近に大雨をもたらした「線状降水帯」は、脊振山地東側で積乱雲が繰

り返し発生し、猛烈に発達しながら東へ移動することで形成・維持された。線状降水帯のこのような

形成過程を「バックビルディング型形成」と呼ぶ。 

 

 

 

 

 

 

  

▲今回の大雨の発生要因の概念図 

 

出典：気象庁 

出典：気象庁 
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・梅雨前線の活発な活動により、九州北部の３水系（遠賀川、筑後川、山国川）において氾濫危険水位

を超える洪水が発生し、３つの観測所で観測史上最高水位を更新した。 

 

■氾濫危険水位の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国土交通省 
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・建物被害は、全壊338棟、半壊1,101棟、一部破損89棟、床上浸水223棟、床下浸水2,113棟、被災額は

約2,241億円に達した。被災額は平成24年７月九州北部豪雨の約４倍である。 

 

■平成29年九州北部豪雨災害の人的被害と住家被害（消防庁 平成30年10月31日、第77報参照） 

 

人的被害（人） 住家被害（棟）（県合計） 

死者 
行方不明

者 
全壊 半壊 

一部損

壊 

床上浸

水 

床下浸

水 

福岡県 37 2 287 822 39 22 598 

佐賀県 ― ― ― ― 1 1 110 

長崎県 ― ― 1 ― 2 5 13 

熊本県 ― ― 1 4 28 2 14 

大分県 3 ― 49 274 5 159 888 

その他本州 2 ― ― 1 14 34 490 

計 42 2 338 1,101 89 223 2,113 

 

■被災金額の概要（福岡県８月20日、大分県８月22日時点、国の被災含まず） 

 福岡県（億円程度） 大分県（億円） 計（億円） 

道路施設 375 40 415 

河川施設 545 144 689 

砂防施設 161 14 175 

農業 389 60 449 

森林・林業 302 31 333 

商工 106 7 113 

教育施設・文化財 42 1 43 

その他 21 3 24 

計 1,941 300 2,241 

 

 

【参考：平成24年７月九州北部豪雨の概要】 

・平成24年７月11日から14日にかけて、福岡県、佐賀県、熊本県、大分県を中心とする九州北部におい

て、梅雨前線による大雨により、河川のはん濫や土石流が発生し、死者30人、行方不明者２人、住家

被害13,263棟（損壊769棟、浸水12,494棟）、被災額は約520億円の甚大な被害をもたらした。 
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【平成29年７月九州北部豪雨の被災概要】 

・土砂災害等の分布状況を下図に示す。 

・平成29年７月九州北部豪雨災害では、山腹崩壊が多数発生したことが、特徴である。 

・局地的な大雨と山腹崩壊により、大量の土砂と流木が下流に流され、家屋や橋等が損壊した。 

 

 

 

 

▲土砂災害等の分布状況図 

 出典：国土地理院ＨＰに河川名等を加筆 
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■被災状況 

 
 

出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：日田市土木建築部 
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出典：九州地方整備局 
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出典：九州地方整備局 


